
Study Abroad

留学先を決めるまで

2008-11-13 モーニングレクチャー

山本 和子



はじめに

 留学先での衣・食・住そして研究生活につい
ては留学経験者に聞いてください。

 この４ヶ月間、留学先を決めるまでのプロセ
スにおいて貴重な経験をしました。

 これから留学を考えている若い先生方にとっ
て役立つと思われる情報をできるだけ具体的
に述べたいと思います。



海外留学へむけて

 研究留学ネット

http://www.kenkyuu.net/vote.html

 私が参考にした本

「研究留学術」

http://www.kenkyuu.net/vote.html


留学先を決めるまでのプロセス

1. 留学先候補を絞る

2. 研究室やボスの情報を得る

3. 手紙、E-mailでのapply

4. interview （面接）

5. 給料についての交渉

6. 海外留学助成金の申請



１．留学先候補を絞る

 研究テーマからのアプローチ

・論文を検索：研究室のアクティビティが分かる。

・国際学会への出席

ATS, ICAAC, ASM…..

・小さな規模であっても、専門領域に特化した学
会を無視しないこと。



１．留学先候補を絞る

 求人情報からのアプローチ

•Naturejobs 
(http://www.nature.com/naturej
obs/)

•Sciencejobs.com 
(http://www.sciencejobs.com/)

•「研究留学ネット」Classified コー
ナー
http://www.kenkyuu.net/classifi
ed.html

＊ポストドクター（ポスドク）とは
Postdoctoral fellowの事で、博士号（ド
クター）を取ってすぐ後の研究者をさす。

http://www.nature.com/naturejobs/
http://www.nature.com/naturejobs/
http://www.sciencejobs.com/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%9A%E5%A3%AB%E5%8F%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC


２．研究室やボスの情報を得る

 目的の研究室のwebsiteを訪れる

 ボスはprofessorなのか

 どのくらいの規模の研究室か

 研究室の業績

 ボスの懐具合を知る



３．手紙、E-mailでのapply

 履歴書 （CURRICULUM VITAE : CV）
CVの書き方、テクニック
University of California, Berkeley 
(http://career.berkeley.edu/PhDs/PhDs.stm) 
Stanford University 
(http://cardinalcareers.stanford.edu/default.htm)

 推薦状 （Reference Letter）
 業績 （論文のコピー）

http://career.berkeley.edu/PhDs/PhDs.stm
http://cardinalcareers.stanford.edu/default.htm


４. interview （面接）

 アメリカ人がポスドクとして採用される際には、イン
タビューの結果で採否を決定するのが一般的であ
る。

 日本人の場合はインタビューが省略される場合が
少なくないが、自分のやる気を示すためにも行くべ
きである。

 インタビューのスタイルはボスとの面接以外に1時
間程度のセミナーを行い、研究室のフェロー全員と
面接する。

 インタビューに行くことで研究室の雰囲気やボスと
の相性を知る利点がある。



研究室を決める際にインタビューを
受けましたか？

アンケート集計結果（最終投票：日本時間 2008/8/22(金)19:31、総投票数：110）

オンラインアンケート 「留学経験者に聞きました」 http://www.kenkyuu.net/classified.html



５．給料についての交渉

 NIHが勧告するポスドク1年目の給料は約3

万７千ドルである（2007年度）。

 この点についてむこうからは触れないことが
多い。

 私の場合は、インタビューの最後に「何か聞
きたいことはないですか？」と尋ねられた際に
切り出し、ボスと直接交渉した。



留学期間中にかかる生活費は１年間
いくら？

アンケート集計結果（最終投票：日本時間 2008/7/27(日)21:55、総投票数：67）

オンラインアンケート 「留学経験者に聞きました」 http://www.kenkyuu.net/classified.html



留学中の資金は？

アンケート集計結果（最終投票：日本時間2008/11/8(土)9:31、総投票数：212）

オンラインアンケート 「留学経験者に聞きました」 http://www.kenkyuu.net/classified.html



６．海外留学助成金の申請

 海外留学助成金は是非とも応募すべきであ
る。倍率は高いが、当たれば大きい。

 留学先が決まっていないと応募できないので、
早く留学先を決めることが重要である。

日本学術振興会、上原記念生命科学財団、内藤記念科学振
興財団 などが有名であるが、製薬会社の中には研究分野
の特定された助成金制度を設けているものがある。



留学先を決めるまで

by 

Kazuko Yamamoto M.D., Ph.D.



１．留学先候補を絞る

興味ある研究テーマ：呼吸器感染症と宿主免疫

• PubMed

• AJRCCM, AJRCMB

• 感染症と粘膜免疫をテーマとしている
学会に参加している研究室を調べる

おすすめ！

2008年7月～8月

http://images.google.co.jp/imgres?imgurl=http://bioingegneria.files.wordpress.com/2007/11/pubmed.jpg&imgrefurl=http://bioingegneria.wordpress.com/2007/11/15/agenda-corso-pubmed-26-novembre-2007/&h=410&w=1006&sz=128&hl=ja&start=1&usg=__TzYjXZL8eJWCePdT3boGzpWHkgY=&tbnid=cEIvHYJEZli6QM:&tbnh=61&tbnw=150&prev=/images%3Fq%3Dpubmed%26gbv%3D2%26hl%3Dja%26sa%3DG


２．研究室やボスの情報を得る

目的の研究室のwebsiteを訪れる

HARVARD             

School of public health

2008年7月～8月

http://www.greencampus.harvard.edu/gcbs-nc/images/150px-harvard_shield-public_health.png


３．手紙でのapply

 研究室を3箇所に
絞った。

 履歴書（CV）, 推薦状
（reference letter）,
業績（論文コピー）

を送った。

2008年９月



 メールのやりとり：3箇所で計25通
 1箇所は旅程決定直前までなしのつぶてで夜中に留守番電
話にメッセージを入れ、ようやく連絡がついた。

４．E-mailでのやりとり
2008年９月～10月



５. いざ出発

6日間でボストン →ピッツバーグ →シアトルの3箇所でインタビューをうける。

2008年10月26日



Presentation (約1時間)

2008年10月27日



まとめ：留学先を決めるまで

 早めに研究目標に合致した研究室を探しだし、
行動を起こすべきと思われた。

 強行軍で疲れましたが、現地を訪れ、ボスと
直接会い、研究室の雰囲気も実感でき、イン
タビューを受けてよかったと思う。

 やはり英語の論文は書いておくべきと思った。



終始にわたり貴重なご助言、ご助力をいただいた

河野 茂 教授、 柳原 克紀 先生、

留守中診療をサポートしていただいた山本 善裕

先生、修練医の先生方に深く感謝の意を表します。


